
２０２０年度第６回１月期定例番組審議会議事録 

 

 

１．開催の日時  ２０２１年１月 

 

２．開催の場所  各委員に資料を郵送して番組をお聞きいただいて、 

意見・感想を返信してもらう形式で開催 

 

３．委員の出席  委員総数９名 

返信総数９名 

 

出席委員名   委員長        増田仲夫 

副委員長       河又弘子 

委員         竹内明子 

委員         白幡冬彦 

委員         古口 悟 

委員         藤澤 勝 

委員         冨田哲夫 

委員         小祝章二 

委員         大森玲子 

 

 

 

４．議   題 

（１）「ふくしま・いばらき・とちぎ ウィークリーラウンジ」 

毎週金曜 16：40～16：45 

試聴番組日 2020 年 12 月 18 日・1月 8 日 2 回分 

      他局への出演分 ラジオ福島 12 月 17 日 

              茨城放送    1 月 6 日 

                

 

（２）その他 

 



５．議事内容 

（１）「ふくしま・いばらき・とちぎ ウィークリーラウンジ」について 

                               

番組視聴：放送した番組を各委員に送付して試聴していただいた 

         

      議題説明：栃木放送と茨城放送、ラジオ福島の隣接ラジオ 3 局は災害時の相互

支援などを盛り込んだ連携協定を結んでいる。災害時のスムーズな

連携には、平時からの放送でも連携することが必要として、各局ア

ナウンサーが交互に各局に出演して観光やイベント難等の情報を伝

える番組を開始した。 

 

各委員からは、 

〇交流の深い 3 県がそれぞれを紹介し合うことは観光・ビジネス・交流の趣旨

に合う素晴らしい企画。隣接県の生の情報はラジオが合う。コロナ渦・豪雨・

地震・津波など災害時の緊急事態にはラジオならではの速報が大いに期待さ

れる。各局のパーソナリティー紹介などは少し長いと感じた。 

〇海なし県の栃木県には海に面した茨城・福島の情報は喜ばれる。災害時の連

携協定ということなら、長く続けてもらいたい取り組み。コロナ渦の中では、

地域の話題などは大変な時期だが、明るい話題は提供されてよいと思う。1月

の回は緊急事態宣言が出されていたので、一言、慎重な行動を呼びかけコロ

ナの心配がなくなったら出かけてもらいたいなどのコメントを付け加えるべ

きだった。 

〇近隣する県が手を取り合い、いろいろと情報交換し、相互に良いところを知

ることができて良い。魅力度が低迷する栃木県にとって他県に良いところを

知ってもらう良い機会になる。 

〇隣県の情報を共有できる広域的番組の良さが際立つ内容。隣県だが知らない

情報を中心に発信できるとさらに良い。アナウンサー同士のやり取りがスム

ーズでない印象を受けたので、相手の良さを引き出せるともっと良い。イメ

ージが湧くような説明が欲しいところがあった。 

〇連携協定に基づいて平時から連携する共同の企画が発足したのは、緊急時に

おいてもスムーズに連携できるようになるので素晴らしいこと。コロナの感

染拡大は観光・飲食だけでなく地場産業も深刻な影響を受けている。様々な

伝統産業も紹介できればより幅広い業種の手助けになる。 

〇災害時の連携協定を締結するだけにとどまらず、その訓練ともいうべき番組

を平時から企画したことは大いに評価される。隣県でもなかなか触れること

のない情報を聞き慣れた放送で得られるのは新鮮で興味深い。息の長い番組

になることを期待したい。 



 

     〇外出自粛が求められている中、アフターコロナにぜひ行ってみたいと思わせ

る企画。隣県でも知らない情報はたくさんあるので、多くの情報を提供して

地域の交流、活性化につなげてほしい。イメージが湧くようにわかりやすく

放送して欲しいところがあった。他局と連携することは番組の多様化にもつ

ながる。災害時の連携に関する企画も放送して欲しい。 

〇地元で話題になっていることでも案外他県には知られていない。このような

近隣の良さを知る番組があって良い。ご当地の良さを一番知っているアナウ

ンサーに紹介してもらうという意味でも時宜を得ている。他局のアナが出演

することでその局のレベルも見えてくる。どのように県の魅力を紹介して、

来たい、ビジネスしたいと思わせるか、3社で研鑽を積んでより良い情報発信

番組にしてもらいたい。ただし話の盛り過ぎは注意したい。放送内容と違っ

たとは思わせないようにする必要を感じた。 

     〇連携協定に基づく情報番組ということで良い取り組みだと思う。コロナ渦の

中では行ってみたいと思っても聴いただけで終わってしまう。放送時間が 5

分程度で話がぼやけることもなく、内容も伝わりやすかった。旬の話題を共

有できれば県民の交流につながる。今後も長く続けてほしい。 

 

 

当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきた

い旨を、各委員に伝えた。 

 

（２）その他 

 

 

６．審議内容 

    上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。 

 

７，番組審議会の答申および意見の概要の公表 

① 当社の番組「栃木放送からのお知らせ」 

（２０２１年２月７日（日） 午前８時５分放送） 

② 当社のホームページに掲載（２０２１年２月８日～） 

③ 当社事務局に議事録備え置き（２０２１年２月８日～） 

以上 

 

 

 


